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本取扱説明書では、HDMI&VGAビデオエンコーダ PF-RW2001の設置および運用のための基本的な説明を記述してい
ます。 

本機をはじめてご使用になるユーザーの方はもちろん、多くの類似装置を使用してきたユーザーの方でも、ご使用の前
には必ず本取扱説明書をよく読み、注意事項をご確認の上、本機を使用することをお勧めいたします。なお、安全上の
警告および注意事項は製品を正しく使い危険や財産上の被害を防ぐために必ずお守りください。お読みになった後は、
いつでも確認できる場所に必ず保管して下さい。

• 規格品以外の製品を使用することで発生した損傷、または取扱説明書の使用方法を従わずに発生した 製品の損傷は、当
社で責任を負いかねますのでご了承下さい。

• HDMI&VGAビデオエンコーダを初めてご使用になるか使い方がよく分からないユーザーは、設置や使用す る途中に必
ず販売店までお問い合わせ頂き専門のエンジニアのサポートを受けて下さい。

• システムの機能拡張および故障・修繕のためにシステムを分解する場合は、必ず販売店までお問い合わせ頂き、専門家
のサポートを受けなければなりません。

• 本機は業務用として電磁波適合登録を済ませた装置のため、販売者またはユーザーはこの点にご注意ください。間違っ
て販売またはご購入された場合には家庭用と交換してください。

安全上の注意事項の表示

アイコン 表記 意味

警告 この事項を守らない場合、死亡したり重症を負う恐れがある内容です。

注意 この事項を守らない場合、軽症を負ったり財産の損害が発生する恐れがある内容です。

本文での表記

アイコン 表記 意味

注意 本機の機能や動作に関する内容で、必ず熟知しておかなければならない内容です。

参考 本機を使用する上で役立つ内容です。

説明書を読む前に
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説明書を読む前に

CD-ROMで提供するソフトウェア
　・JSS遠隔監視システム
　・JSS-TOOL
では、本取扱説明書と、機能、用語が異なる部分があります。
製品及び本取扱説明書の表記を以下のように読み替えてご使用ください。

　-FEN→UCN
　-IDIS Center→JSS遠隔監視システム
　-IDIS Discovery→JSS-TOOL

本説明書の内容は製品の機能改善などの理由により予告なく変更される場合があります。

本機には一部のオープンソースを使用したソフトウェアが含まれています。ライセンス政策のソース公開支援可
否によって、該当ソフトウェアのソースコードを希望する場合は提供受けることができます。詳細内容はシステ
ム – 一般タップのご確認お願いします。。本製品はUniversity of California, Berkeleyが開発したソフトウェア及
びOpenSSL Projectが開発したOpenSSLツールキット用のソフトウェアを含めております。また、この製品はEric 
Young (eay@cryptsoft.com)が作成したソフトウェアを含めております。
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製品を正しく使うことでユーザーの安全を確保し、財産上の損害などを事前に防止するために必ずお守りください。

指示事項を守らない場合、死亡や重症を負う恐れがある場合。

設置について

  

 

  

  

設置する前に必ず本機の電源を
OFFにしてください。本機が使用
するコンセントにタコ足配線はご
遠慮願います。

異常発熱や火災、感電の原因とな
ります。

  

 

  

  

本機の内部に高電圧部分があるた
め、任意で蓋を開けたり分解・
修理・改造したりしないでくだ
さい。

異常作動により火災や感電、けが
の原因となります。

  

 

  

  

停電や落雷による被害を防ぐた
め、保護設備を作ってご使用く
ださい。

火災、感電、けがの原因となり
ます。

  

 

  

  

製品の新規設置および追加工事の
前には必ず本機の電源をOFFに
し、製品の駆動中には絶対に信号
ラインを接続しないでください。

火災、感電、けがの原因となり
ます。

  

 

  

  

本機の後面には接続のための端子
が突出しているため壁に近すぎる
ところに設置すると、ケーブルが
無理に曲がったり押さえつけら
れたりして破損する恐れがありま
す。壁から15cm以上の間隔を開
けて設置してください。

火災、感電、けがの原因となり
ます。

  

 

  

  

温度が高すぎるところや低いとこ
ろ、湿度の高いところには設置し
ないでください。

火災の原因となります。

  

 

  

  

湿気、ホコリ、煤などの多いとこ
ろには設置しないでください。

感電、火災の原因となります。
  

  

  

  

直射光線の当たらない涼しい場所
に設置し、適正な温度を維持して
ください。ロウソクや暖房器具な
ど、熱を発する機器の近くには設
置しないでください。

火災が発生する恐れがあります。

安全上の注意事項
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安全上の注意事項

  

  

  

  

設置する場所は、ホコリが溜まら
ないよう常に清潔を保ってくださ
い。製品を掃除するときには、必
ず乾いた雑巾で拭き取ってくださ
い。水やシンナー、有機溶剤は使
用しないでください。

製品の表面を傷つけ、故障や感電
の恐れがあります。

電源について

  

 

  

  

本機が動作するための電源電圧
は、電圧の変動範囲が規程電圧
の10%以内である必要がありま
す。電源コンセントは必ず接地し
てください。電源ケーブルを接続
するコンセントには、ヘアドライ
ヤーやアイロン、冷蔵庫などの
電熱器具を一緒に使用しないでく
ださい。

異常発熱や火災、感電の原因とな
ります。

  

  

  

  

電源ケーブルを無理に曲げたり、
重い物を乗せたりして破損しない
ようにしてください。

火災の原因となります。

  

  

  

  

電源ケーブル部分を無理に引き抜
いたり、濡れた手で電源プラグに
触らないでください。コンセント
がゆるい場合は電源プラグを差し
込まないでください。

火災、感電の恐れがあります。
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安全上の注意事項

使用について

  

  

  

  

製品に水または異物が入った場
合、すぐに電源プラグを抜いて
サービスセンターまでご連絡く
ださい。

故障、火災の原因となります。

  

  

  

  

異常な音がしたり臭いがしたりす
る場合は、すぐに電源プラグを抜
いて販売店やサービスセンターま
でお問い合わせください。

火災、感電の恐れがあります。

  

  

  

  

電池は製造者が指定した同一型番
また同等品だけを使用してくださ
い。使用済み電池は製造者の指示
に従って廃棄してください。

爆発の恐れがあります。

  

  

  

  

湿気のある床や接地されていない
電源延長ケーブル、被覆の剥がれ
た電源コード、安全接地の欠如な
ど、危険な状況を作らないように
注意してください。問題が発生し
た場合は、販売店や施工業者にお
問い合わせください。

火災、感電の恐れがあります。

設置について

  

  

  

  

強い磁性や電波のある場所、衝撃
のある場所、ラジオやテレビなど
の無線機器に近い場所には 
設置しないでください。

磁石類や電波、振動のないところ
に設置してください。

  

  

  

  

水平で安定した場所に設置し、垂
直に立てたり斜めに置いて使用し
ないでください。

機器が倒れたり落ちたりする場
合、故障したり人にけがをさせた
りする恐れがあります。

  

  

  

  

密閉されていない風通しの良い場
所に設置し、室内の空気は適切に
循環させてください。

周辺の環境要素による故障の原因
となります。後面は15cm以上、
側面は5cm以上の間隔を置いて設
置してください。

  

  

  

  

ユーザーが電源プラグを簡単に 
取り外せる場所に設置してくだ
さい。

製品に深刻な異常や火災が発生し
た場合、電源プラグを抜いて危険
要素を簡単に取り除けるようにし
てください。
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安全上の注意事項

  

  

  

  

強い衝撃や振動のない場所に設置
してください。

故障の原因となります。

使用について

  

  

  

  

製品の上に重い物を 
置かないでください。

故障の原因となります。

  

  

  

  

通風のために開いている溝に導電
性物体が落ちないように注意して
ください。

故障の原因となります。

  

  

  

  

製品の駆動中には電源プラグを抜
いたり、 
製品を動かしたりしないでくだ
さい。

故障の原因となります。

 

 

  

製品前面の録画LEDが点滅し続け
ている場合、システムとHDDが
正常に接続されていることが分か
り ます。

録画LEDが点滅し続けているかど
うか随時確認してください。

 

 

  

HDDの空き容量がなくなったとき
に録画を続けるために設定を変更
して録画を続ける場合、 
既存のデータが削除されるため 
再度確認してください。

 

 

  

データを保存するHDDの寿命が尽
きると、保存されている映像デー
タが損傷して復旧できないことが
あります。HDDに保存されている
データを再生する場合、画面に乱
れが生じたらHDDの寿命が尽きた
ことを意味するため早急に販売店
やサービスセンターに連絡しHDD
の交換を依頼してください。

 

 

  

製品の動作状態を随時確認し、異
常が見つかったときはすぐに販売
店やサービスセンターにお問い合
わせください。
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製品の特徴

本製品は、HDMI、VGA入力ををイーサネットで圧縮伝送するIP基盤のビデオエンコーダであり、下記のような特徴が
あります。

• 高解像度・高画質映像のリアルタイム監視や録画に同時対応するためのマルチストリームを提供
• H.265、H.264動画圧縮アルゴリズムに対応
• 4段階の映像圧縮率および多様な圧縮解像度に対応
• DirectIPプロトコルに対応
• ネットワークを利用した簡単なファームウェアアップグレードが可能
• システム安定化のための、ファームウェア冗長化および自動復旧機能対応
• さまざまなイベント感知機能：映像信号なし、タンパーリング、トリップゾ―ン、オーディオ検出、システムイベ

ント
• 3.5mm Stereoオーディオ入力/出力(loop-through)
• 1チャンネルオーディオネットワーク伝送
• NVR(Netwowrk Video Recorder)による設定変更や複数のビデオエンコーダを統合管理
• ネットワークトータルソリューション(IDIS Solution Suite Compact)による設定変更や複数のビデオエンコーダを統

合管理
• IDIS Center、IDIS Solution Suite Compactを介した当該装置のリモートコントロール(USBで本製品と接続

(POS、PC、レコーダ)のキーボード/マウスで動作)

映像エンコーディングは1つの入力にのみ対応しており、HDMI、VGA入力にすべて接続する場合、HDMI入力のみエンコ
ーディングしてネットワークで伝送します。 

第1章 — 製品紹介
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第1章 — 製品紹介

ビデオエンコーダを利用した製品接続

Network

HDMI MonitorPOSRemote Monitoring
(IDIS Center, IDIS Web, 
IDIS Solution Suite Compact) 

Remote Recording 
(IDIS Solution Suite 
Compact)

PC VGA Monitor

Audio Out
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第1章 — 製品紹介

部品の確認

製品を購入したら梱包を解体し、下記の部品がすべて含まれているか確認してください。

●HDMI&VGA ビデオエンコーダ本体 ●取扱説明書（本書）
●USBケーブル  (A to B Type)  ●ゴムスタンド4個
●保証書    ●CD（ソフトウエア、取扱説明書）

CD-ROMには次の各種取扱説明書（PDFファイル）、ソフトウェア等が収められています。

【取扱説明書】取扱説明書（PF-RW2001_manual_verX.XX.pdf）
【取扱説明書】JSS遠隔監視システム（JSS-RMS_manual_verX.XX.pdf）
【取扱説明書】統合ネットワークインストールツール（JSS-TOOL_manual_verX.XX.pdf）
【ソフトウェア】JSS遠隔監視システム（JSS-RMS）
【ソフトウェア】統合ネットワークインストールツール（JSS-TOOL）
【ソフトウェア】Adobe Reader

各部分の名称および機能

前面パネル

1 23

1 電源LED 2 ネットワークLED 3 ファクトリーリセットスイッチ

1 電源LED
システムの運用状態を表します。

2 ネットワークLED 
ネットワーク接続状態を表します。
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第1章 — 製品紹介

LED状態情報

LED 状態 説明

電源LED

消灯 電源が接続されていない

点灯 起動またはソフトウェアアップグレード中

点灯 動作中

ネットワークLED 点滅 ネットワークケーブル正常接続

3 ファクトリーリセットスイッチ
設定値を工場出荷時のデフォルト設定に戻すときだけに使用されます。製品の電源を切り、まっすぐ伸ばしたクリップ
でファクトリーリセットスイッチを押してください。製品の内部ブザー音が二回鳴るまでスイッチを押します。押して
いたクリップをスイッチから外すと、エンコーダのすべての設定は工場出荷時のデフォルト設定の状態に戻ります。
 • 起動中のファクトリーリセット: 全ての設定が工場出荷時のデフォルト設定に戻ります。
 • 動作中のファクトリーリセット: プロトコル、システムログ以外の設定がデフォルト設定に戻ります。

後面パネル

1 2 3

4

5 6 

7 8

1 DC12V入力 2 ネットワーク ＋PoE電源入力 3 USB端子 4 オーディオ入力/出力

5 HDMI入力 6 HDMI出力 7 VGA入力 8 VGA出力

1 DC12V入力

電源アダプタ(DC12V)の2本の電線を接続します。電線接続時、電源のDC12V電線と接地(GND)電線を 
区分して接続します。本ビデオエンコーダは電源ボタンがないため、電源を接続するとすぐに立ち上がります。

2 ネットワーク＋PoE電源入力
RJ-45ジャックを持つCat5eケーブルを接続します。本ビデオエンコーダはイーサネットコネクタを利用してネットワ
ークに接続することができ、またPoE 機能に対応する NVRと Switch HubからLANケーブルを通じて電源が供給され
ます。

3 USB-B
USBポートを介してリモートコントロールをする装置(PC、POS、レコーダーなど)と接続します。   (キーボード/マ
ウス方式)

• Windows OSを使用するデバイスに接続する際には、デバイスドライバーソフトウェアのインストールが完了するまで
ケーブルを外さないでください。

• DirectIPプロトコルでは、リモートコントロールが動作しません。 
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第1章 — 製品紹介

4 オーディオ入力/出力
上部の3.5mmステレオ入力と下部のループ出力に入力されたオーディオの左/右チャンネルのうち、左のチャンネルの
みネットワークで伝送します。 

• 3.5mmステレオ端子に3.5mmモノケーブルを接続すると、下部のループ出力が正常に動作しないことがあります。

5 HDMI入力
PC、POS、レコーダーなどのHDMI出力を接続します。HDMI出力信号を、本製品を使いネットワークポートを介して
伝送します。
6 HDMI出力
HDMIループ出力に入力信号をそのまま送ります。

7 VGA入力
PC、POS、レコーダーなどのVGA出力を接続します。VGA出力信号を、本製品を使いネットワークポートを介して伝
送します。

8 VGA出力
VGAループ出力に入力信号をそのまま送ります。 

• 電源コネクタを接続するため、ボタンを押したまま下の穴に電線を差し込みます。確実に接続しているか確認するた
め、ボタンを離して電線を軽く引っ張ってみてください。電線を抜くためには、上のボタンを押したまま電線を引っ張
ってください。

• 電源の接地端子は必ず接地してから使用してください。
• 電源ケーブルはきれいに配線し、足に引っかかったり家具などによってケーブルの被覆が剥がれないように注意してく

ださい。また、電源ケーブルは絨毯やカーペットの下を通さないでください。
• タコ足配線は危険ですので、お止めください。
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第2章 — 遠隔設定

第2章 — 遠隔設定

HDMI&VGA ビデオエンコーダの基本設定を含むすべての
システム設定を変更できます。

画面の画像はモデルによって異なることがあります。

USBリモートコントロール(キーボード/マウス方式)

1 本製品とリモートコントロール対象をUSBケーブル
で接続してください。

 - リモートコントロール対象がMicrosoft® Windows® 
OSを使用する場合、自動でドライバーソフトウェアの
インストールが完了するまでお待ちください。

2 リモートコントロール対象のコントロールパネル -> 
マウスのプロパティ -> ポインターオプションの順
にクリックして、以下のように設定してください。

• ポインターの速度を選択する(C): 中央
• ポインターの精度を高める(E) : 選択を解除

3 IDIS CenterまたはIDIS Solution Suite Compact
ソフトウェアを起動して、本製品を登録してくださ
い。

4 本製品の監視画面でマウス右ボタンをクリックする
と、ポップアップメニューが表示されます。ユリモ
ートコントロールをクリックすると、リモートコン
トロール動作状態になります。(ショットカットキ
ー：監視画面を選択後、R)

5 リモートコントロール動作状態になると、監視画面
右上に (リモートコントロールを止める)アイコン
と (マウスカーソルの位置を初期化)アイコンが表
示されます。

 - (マウスカーソルの位置を初期化) : コントロール対
象のマウスポインターと監視画面のマウスポインターが
一致しない場合、当該ボタンを押して一致させます。

 -  (リモートコントロール止める) : リモートコントロ
ールを解除する場合は、当該ボタンをクリックします。

リモートコントロール対象とマウスポインター
が一致しない場合、リモートコントロール対象
のコントロールパネルからマウスのプロパティ
ーが正しいかどうか確認して、手動設定を選択
してください。

プロトコル

このエンコーダはDirectIPプロトコルとIDISプロトコルを
支援します。
• DirectIPプロトコル:

 - DirectIP NVRと共にネットワーク設定なくエンコー
ダを使用することができます。

 - PCなしでDirectIP NVRよりエンコーダの全ての設定
を変更することが出来ます。

PF-RW20xxシリーズNVRは、DirectIPに対応して
いません。

• IDISプロトコル:
 - PCにインストールしたS/Wや別途のNVRで、ネットワ
ーク接続を介して使用することができます。

 - 遠隔地に製品を設置後、ネットワーク接続を介して使用
する場合に適しています。
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プロトコル変更

1 IDIS Discoveryプログラムを実行した後、メイン画
面でプロトコルを変更するエンコーダを選択しま
す。

2 設定  アイコンをクリックすると現れる設定メニ
ューで、プロトコル設定をします → プロトコル設
定画面が現れます。
• メイン画面でネットワークカメラを選択した後、

マウスを右クリックしてプロトコル設定画面を表
示させることもできます。

3 プロトコル設定画面で使用したいプロトコルを選択
して、OKボタンをクリックしてください。

4 設定が完了すると、変更したプロトコルで再起動し
ます。ネットワークビデオインストールツールで、
それぞれのエンコーダのプロトコルを確認すること
ができます。

この取扱説明書はIDISプロトコルに基づいて作成さ
れました。

遠隔設定の実行

1 IDIS Discoveryを起動したあと、メイン画面で設定
を変更するエンコーダを選択してください。

2 設定  アイコンをクリックしてください。

3 設定メニューで遠隔設定を選択すると、遠隔設定画
面が表示されます。メイン画面でエンコーダを選択
したあと、マウスの右クリックで遠隔設定画面を表
示させることもできます。

• システム設定は遠隔プログラムでも変更できま
す。

• Microsoft Internet Explorer バージョン 10 以上
および Google Chrome、Mozilla Firefox、Apple 
Safari などのウェブブラウザーに対応しています
(但し、HTML5に対応しているウェブブラウザー
に限る)。Microsoft Internet Explorer バージョ
ン 9.0 以下では設定がスムーズに行われない場
合があります。できるだけウェブブラウザーを最
新バージョンにアップデートして使用してくださ
い。Microsoft Internet Explorerで遠隔設定を行
う場合、HTML5に対応するバージョン 10 以上で
も遠隔設定画面が表示されないときは、文書モー
ドが 9 になっているか確認してください(文書モ
ードの設定 : ウェブブラウザーからキーボードの 
F12 キーをクリック → 文書モードアイコン( )
をクリック)。
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遠隔設定画面で左側のメニューを選択すると、現在
の設定値を表示します。メニュー下段の各項目を選
択すると、該当項目の設定値を変更できます。設定
値を変更した後、保存ボタンをクリックすると、変
更された設定を適用します。

簡単設定  

簡単設定では、エンコーダに接続されているカメラの使
用時に要求されるシステム、ネットワーク、ビデオ、オ
ーディオなどの機能に関する基本的な設定を行います。

システム

エンコーダのシステム情報を変更したりユーザーやグル
ープを追加することができる他、設定値を読み込んだり
保存することができます。
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一般 

• システム / 一般
 - 言語: 遠隔設定時に使用する言語を選択します。
 - 名前: エンコーダの名前を入力します。(スペースを
含め最大31文字)

 - メモ: エンコーダに関する情報を入力します。
 - HWバージョン/SWバージョン: エンコーダのハー
ドウェアおよびソフトウェアのバージョンを表示
します。

• その他
 -  ONVIFプロトコル: 項目を選択してONVIF
プロトコルを使用することができます。 ただ
し、ONVIFプロトコルは基本のユーザーグループ
(Administrator、OperatorおよびUser)に属する
ユーザーだけに対応するもので、また、ビデオ>ス
トリーミング設定時の圧縮がH.264およびJPEGに
設定されている場合にのみ対応しています。ONVIF
プロトコルを使用して、エンコーダを接続させる
際、既に設定されているストリームのみ対応可能に
なり、ストリームの変更はできません。また、イベ
ントも既に設定されているイベントのみ対応可能の
上、イベント対応の可否は、変更できません。そ
の他にも、一部の設定で、設定の値が変更できな
くなる可能性がございます。該当設定を変更するに
は、PCからIDIS Discoveryプログラムを利用し、エ
ンコーダに接続して行って下さい。

 - オープンソースライセンスを見る: ボタンをクリッ
クすると、現在のエンコーダで使用するオープンソ
ース情報が表示されます。

• 設定
 - 初期設定値ロード:  日付/時刻の設定以外のすべて
の設定値を工場出荷時の初期設定に戻すことができ
ます。ネットワーク設定含みを選択すると、初期設
定 を適用する時、ネットワーク設定も全て初期化
します。ネットワーク設定に関する詳しい内容は
22ページのネットワークメニュー説明を参照し
てください。

 - 設定読込: ファイル形式で保存されている設定値を
読み込み、現在のエンコーダに適用できます。ボタ
ンをクリックした後、設定ファイルを選択します。
ネットワーク設定含みを選択すると、設定ファイル
の適用時、ネットワーク設定(FEN設定を除く)をす
べて適用します。ネットワーク設定に関する詳しい
内容は22ページのネットワークメニュー説明を
参照してください。

 - 設定移出: 現在の設定を ̓.datʼ ファイルで保存でき
ます。ボタンをクリックしてからファイル名を指定
します。

• 設定ファイルの適用時、設定ファイルのネット
ワーク設定値が他のエンコーダで使用されてい
る場合、ネットワーク設定を含む項目を選択し
ないで下さい。該当エンコーダに接続する時、
正しく接続されない可能性があります。

• 設定機能の適用時、IPアドレス、ポート番号お
よびSSL設定が変更される場合、保存ボタンを
クリックして、現在の設定をすべて適用した
後、遠隔設定を再開してください。遠隔設定を
再開しないと、以後の設定は適用されません。
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日付/時刻

• 日付/時刻: エンコーダの日付/時刻およびその表記方
式を変更でき、標準時間帯およびサマータイムを設定
できます。保存ボタンをクリックすると、変更事項を
直ちに適用します。

• 時間調整
 - 自動調整: システムの時間を一定の間隔ごとに自動
で タイムサーバと一致させる時に選択します。タ
イムサーバのIPアドレス(またはドメインネーム)を
入力した後、自動同期周期を設定します。タイム
サーバーがFEN機能を使用する場合、FEN使用項
目を選択してタイムサーバーのIPアドレス(または
ドメインネーム)代わりに名前を入力することがで
きます。

 - サーバ作動: 当該エンコーダをタイムサーバーとし
て動作させる時に選択します。他の装置が当該カメ
ラの時間を読み込み、システム時間を当該カメラと
一致させることができます。

タイムサーバを設定する時、タイムサーバ項目に
タイムサーバのIPアドレスの代わりにドメインネ
ームを入力するには、ネットワーク設定時にDNS
サーバが設定されていなければなりません。また
は、タイムサーバのIPアドレスやドメインネーム
の代わりに名前を入力するには、ネットワーク設
定時にFEN機能が設定されていなければなりませ
ん。

 ユーザー/グループ

• ユーザー/グループ: エンコーダ遠隔制御のためのグル
ープおよびユーザー設定を変更できます。
 - 新しいグループ: グループを追加できます。グルー
プ名を指定した後、該当グループに与える権限を選
択します。

 - 新しいユーザー: ユーザーを追加できます。ユーザ
ー名を指定してから当該ユーザーが属するグループ
を選択した後、パスワードを設定します。

 - 編集: グループに与えられた権限を変更したり、ユ
ーザーのパスワードを変更できます。グループま
たはユーザーを選択した後、ボタンをクリックし
ます。

 - 削除: グループまたはユーザーを削除できます。削
除するグループまたはユーザーを選択した後、ボタ
ンをクリックします。

• 匿名のログインを許可する: ウェブキャスティングを
使用する場合に選択します。ウェブキャスティングに
関する詳しい内容は、30ページのストリーミング
サービス部分を参照して下さい。
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• ユーザー/グループ は Administrator グループ
に属するユーザーのみ設定できます。

• Administrator グループの admin ユーザーの
初期パスワードはありません。

• 基本グループ
(Administrator、Operator、User)は変更ま
たは削除できません。ONVIFプロトコルのユー
ザーグループでも本設定の権限が同一に適用さ
れます。

• 設定できるグループ権限の種類と内容は次の通
りです。
 - アップグレード: システムをアップグレードで

きる権限です。
 - 設定: システムを設定できる権限です。
 - カラーコントロール: カメラの明るさ、コン

トラスト、彩度、色調値を調整できる権限で
す。

 - リモートコントロール : IDIS Centerソフトウ
ェアで、その装置をリモートコントロールで
きる権限です。

リモートコントロール

リモートコントロール対象とマウスポインターが一致し
ない場合、リモートコントロール対象のコントロールパ
ネルからマウスのプロパティーが正しいかどうか確認し
て、手動設定を選択してください。

マウスのプロパティーについて詳しい内容は、16
ページのUSBリモートコントロール(キーボー
ド/マウス方式)部分を参照して下さい。

• 手動 設定: 関連手動設定を手動に設定します。
• 表示 解像度 : リモートコントロール対象のコントロ

ールパネル > 画面の解像度と一致させます。
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 ネットワーク

ネットワーク設定を変更したり、FENおよびセキュリテ
ィ機能の設定ができ、ネットワークバンド幅を制御でき
ます。

IPアドレス

• タイプ: ネットワークに接続する時に使用するネット
ワークの種類を選択します。設定の変更時、保存ボタ
ンをクリックして、現在の設定をすべて適用した後、遠隔
設定を再開してください。遠隔設定を再開しないと、以後
の設定は適用されません。

 - 手動: 固定IPを使って接続する場合に選択し、関連
項目を手動で設定できます。

 - DHCP: DHCPでネットワークに接続している
場合に選択します。保存ボタンをクリックする
と、DHCPサーバからIPアドレスなどのネットワー
ク情報を自動で取得します。

• DNSサーバ: DNSサーバのIPアドレスを入力しま
す。DNSサーバを設定すると、FENサーバ、タイムサ
ーバ、SMTPサーバの設定時、サーバのIPアドレスの
代わりにドメインネームを使用できます。エンコーダ
がDHCPでネット枠に接続されている場合、DHCPか
ら取得を選択するとDHCPサーバーからDNSサーバー
のIPアドレスを自動に受け取ります。この場合、更新
されたアドレスは次の接続時に表示されます。

• エンコーダのネットワーク接続種類および情報、
またはDNSサーバのIPアドレスはネットワーク管
理者にお問い合わせ下さい。

• DHCPを使用する場合、エンコーダのIPアドレスは
随時に変更される可能性があるため、FEN機能を
使用することをお勧めします。
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FEN

 FEN使用を選択すると、FEN機能を使用することがで
きます。

• FENサーバ: FENサーバのIPアドレス、またはドメイ
ンネームを入力します。

• ポート: FENサーバのポート番号を入力します。
•  FEN名前: FENサーバに登録するエンコーダ名を入力

します。決定をクリックして入力した名前が使用可能
であるかを確認します。

• FENとは、動的IPを使うエンコーダに接続する
度に変わるIPアドレスの代わりに固有のエンコー
ダの名前をFENサーバに登録し、その名前で当該
エンコーダに接続できるようにする機能です。ま
た、エンコーダが IPルータ（またはNAT）を使用
する場合にも、ルータ設定などに対して考慮しな
くても容易に接続することができます。本機能を
使用するためには、FEN名をFENサーバに登録し
なければなりません。

• ネットワーク設定が変更される場合、設定ウィン
ドウ下段の保存ボタンを押して変更値を保存して
からFENを設定してください。

• FENサーバのIPアドレスやドメインネームは、ネ
ットワーク管理者にお問い合わせください。ネッ
トワーク設定でDNSサーバを設定した場合、FEN
サーバ項目にFENのIPアドレスの代わりにドメイ
ンネームを入力できます。

• FEN名前項目の決定ボタンをクリックして、入力
されたFEN名前の使用可能有無を確認しなかった
場合は、FEN設定を保存できません。また、FEN
名を入力しなかったりFENサーバに登録済みのネ
ームを入力した場合はエラーメッセージが表示さ
れます。FEN名に記号#、\、%が含まれている場
合、IDIS Webプログラムを利用して該当エンコー
ダにアクセスする際にアクセスできないこともあ
ります。

IDISが運営しているFENサーバーは、お客様に便利に
使っていただくためのサービスですので、サーバーの
アップデートやシステムの不具合などにより、サービ
スが予告なく中止されることがあります。
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 ポート/QoS

• 使用、ポート: 該当ポートの使用の有無を選択した
後、ポート番号を入力します。遠隔ポートおよびIDIS 
Web/HTTPポートは基本的に使用するように設定され
ており、使用の有無は変更できません。 IDIS Webお
よび RTSPポートを使用するとIDIS Webプログラム
RTSP(Real-Time Streaming Protocol)サービスをサ
ポートするメディアプレーヤーを通じてエンコーダに
接続することができます。HTTP ポートを使用してエ
ンコーダの遠隔設定を実行することができます。設
定の変更時、保存ボタンをクリックして、現在の設
定をすべて適用した後、遠隔設定を再開してくださ
い。遠隔設定を再開しないと、以後の設定は適用さ
れません。

•  DSCP: DSCP値で各ポートのQoS(サービス品質)レ
ベルを設定します。QoSレベルを設定すると、各ポー
トについてネットワーク帯域幅を使用するための優先
順位が決まります。DSCP値が大きいほどQoSレベル
が高くなり、ネットワーク帯域幅割当時の優先順位が
アップします。0に設定する場合、QoSレベルは設定
しません。本機能が正しく動作するには、ネットワー
ク環境がDSCPに対応しなければなりません。詳しい
内容はネットワーク管理者にお問い合わせください。

•  HTTPS使用: 項目を選択すると、IDIS Webプログラ
ムを実行する時にIDIS WebページにHTTPSプロトコ
ルを使ったセキュリティー機能が適用されます。

•  UPnP使用: 項目を選択すると、エンコーダがIPルー
タ(或はNAT)を通じてネットワークに接続されている
場合、ポートフォワーディング設定なしにエンコー
ダに接続できます。本機能が動作するには、IPルー
タ(またはNAT)においてもUPnP機能が設定されてい
なければなりません。IPルータ(またはNAT)における
UPnP機能設定に関する詳しい内容はIPルータ(または
NAT)の取扱説明書を参照してください。
決定ボタンを クリックすると現在のポート設定を検査
します。現在のポート番号が全て使える場合、成功の
メッセージが出て、使えないポート番号がある場合、
以下のように推薦ポートをお知らせします。

適用ボタンをクリックすると推薦ポート番号を設定し
ます。
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• WAN 環境で FEN 機能を使用して映像を録画した
り、FEN 接続がスムーズにいかない場合、UPｎP 
機能を使用することを推奨します。そうしなかっ
た場合、ネットワーク構成環境によって監視およ
び録画をスムーズに行えないことがあります。

• 各ポート番号はお互いに異ならなければならず、
ポート番号が同一の場合は設定ができません。

• RTSPサービスをサポートするメディアプレーヤ
ーを通じてにエンコーダに接続して映像を監視す
ることができます。エンコーダがIPルータ(また
はNAT)を通じてネットワークに接続されていた
り、ファイアウォールが設定されている場合、ポ
ートを開放しなければなりません(UDPプロトコ
ル使用時は全てのポートを、TCPプロトコル使用
時はRTSPポートを開放)。この機能は使用するメ
ディアプレーヤーの種類によってサポートされな
い場合もあり、一部のメディアプレーヤーではネ
ットワークの状態またはストリーミングの為の映
像の圧縮方法と解像度によって映像の再生ができ
ない場合もあります。接続方法は以下のようにな
ります。
 - PCを通じた接続: メディアプレーヤー(VLCプ

レーヤーなど)を実行してからrtsp://ユーザ
ー:パスワード@IPアドレス:RTSPポート番号/
trackID=ʻストリーム番号ʼ入力(ストリーム番
号: 第一ストリームの場合1、第二ストリーム
の場合2、第三ストリームの場合3)(例: rtsp://
admin:@10.0.152.35:554/trackID=1 
(ユーザー: admin、パスワード: なし、エンコー
ダIPアドレス: 10.0.152.35、RTSPポート番号: 
554、ストリーム: 第1ストリーム) 

• ポート番号を変更する時、遠隔プログラムのポー
ト番号も同時に変更しなければなりません。

• HTTPS使用時にONVIFプロトコルが動作しないこ
とがあります。

バンド幅コントロール

ネットワークトラフィックの状況によってエンコーダ
のネットワークバンド幅をコントロールすることができ
ます。

ネットワークバンド幅制限を選択すると、最大バンド幅
を設定します。この場合、ネットワークトラフィック発
生時に設定された帯域幅以上は使用できません。

ネットワークバンド幅を制限した時、映像＞ストリー
ミングで設定したフレームレートを維持できない場合
があります。



26

第2章 — 遠隔設定

セキュリティ

• IPフィルタリング: この項目を選択すると、IPフィル
タリング機能を使用できます。IPフィルタリング機能
を使用すると、特定IPアドレスに対してエンコーダへ
の接続を許可したり遮断するように設定できます。
 - 追加: 許容リストおよび拒否リストに接続を許容、
または拒否するIPアドレスを追加します。ホストオ
プションを選択すると、一回に一つのIPアドレス
を追加できます。グループオプションを選択する
と、追加するIPアドレスの範囲を指定することで、
連続したいくつかのIPアドレスをまとめて追加でき
ます。

 - 削除/全て除去: 許容リストおよび拒否リストから
選択した個別IPアドレスおよびすべてのIPアドレス
を削除します。

• SSL: 項目を選択してSSL (Secure Sockets Layer)機
能を使用できます。SSL機能を使用すると外部に伝送
されるデータにSSLプロトコルを用いたセキュリティ
機能が適用されます。但し、SSL機能を使う時、SSL
の機能がサポートされないプログラム、またはシステ
ムでは、本エンコーダに接続することができません。
設定の変更時、保存ボタンをクリックして、現在の
設定をすべて適用した後、遠隔設定を再開してくだ
さい。遠隔設定を再開しないと、以後の設定は適用
されません。

• 時間同期化、FEN機能およびメール送信機能を使
用するには、 IPフィルタリング機能を設定すると
き時間サーバ、FENサーバ、SMTPサーバのIPアド
レスが許可されるように設定しなければなりませ
ん。拒否リストにあるIPアドレスに対しては、エ
ンコーダへのいかなる接続も許可されません。

• SSL能を使用すると、セキュリティレベルによっ
て外部のシステムに負荷をかけることがありま
す。

• この製品はOpenSSLツールキットを利用するため
にOpenSSLプロジェクトによって開発されたソフ
トウェアを含みます(http://www.openssl.org/)。
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IEEE 802.1X

IEEE 802.1X項目を選択してIEEE 802.1Xネットワー
クアクセス認証機能が使用できます。

• 認証: 認証方式によって認証書またはプライベートキ
ーをアップロードします。認証方式によってプライベ
ートキーのパスワード入力が要求されることがあり
ます。

• 設定: EAP(Extensible Authentication Protocol)認証を
設定します。
 - EAPタイプ: ネットワークアクセス認証時、使用す
る認証方式を選択します。選択した認証方式は認証
サーバで使用する認証方式と同じでなければなり
ません。

 - EAPOLバージョン: EAP認証のバージョンを選択
します。

 - EAP ID、EAPパスワード: 認証のためのIDおよび
パスワードを入力します。 

IEEE 802.1Xネットワークアクセス認証機能が正し
く動作するためには、認証サーバおよびAPがIEEE 
802.1X認証に対応しなければなりません。

 映像  

カメラ、 ストリーミング、 ウェブキャスティング、 
MATおよびプライバシーマスキング機能が設定できま
す。
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 カメラ

 イメージセンサー

イメージセンサー関連機能を設定します。

• ミラーリング: 水平ミラーリングまたは垂直ミラーリ
ング項目を選択すると、映像を水平または垂直にミラ
ーリングします。

• 回転: 方向を選択して映像を時計回りまたは反時計回
りに90°回転させます。ただし、垂直解像度が320よ
り小さい場合、本機能には対応しません。本機能を使
用すると、廊下や通路などの長く狭い空間の監視がよ
り効果的に行えます。また、ミラーリングと回転機能
を両方使用する場合、ミラーリングが最初適用された
後、回転機能が適用されます。

ストリーミング   

• 第一ストリーム、第二ストリーム、第三ストリーム 、
第四ストリーム : マルチストリーミングをサポートし
ます(優先順位: 第一ストリーム > 第二ストリーム > 
第三ストリーム > 第四ストリーム )。ストリームの使
用の有無を設定します。下位ストリームは上位ストリ
ームの設定によって設定が異なってくることがあり、
第三ストリームおよび第四ストリームは上位ストリー
ムの設定によって使用できないこともあります。 (下
表を参照)  

下の表は、H.265、H.264圧縮方式の例です。
JPEG圧縮方式の場合、さらなる制約があることが
あります。

第一ストリーム 第二ストリーム 第三ストリーム 第4ストリーム

解像度 ips 解像度 ips 解像度 ips 解像度 ips

1920x1080 30 1920x1080 15

1920x1080 4

1280x720 2

704x480 5

640x360 5

352x240 15

1280x720 10

1280x720 1

704x480 2

640x360 4

352x240 10
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• 圧縮: ストリーミングのための映像の圧縮方法を設定
します。H.265圧縮はONVIFプロトコルおよびRTSP
に対応していません。

H.265圧縮を使用する場合、H.265圧縮方式に対応
していない装備では画面が表示されないことがあ
ります。

• 解像度: ストリーミングのための映像の解像度を設定
します。カメラモデルによって対応する解像度が異な
ることがあります。設定中のストリームの解像度は、
上位ストリームの解像度より高く設定することはでき
ません。

• 画質: ストリーミングのための映像の画質を設定しま
す。 

• ビットレートコントロール:  映像圧縮時のビットレー
トコントロールモードを設定します。
 - CBR (固定ビットレート): 映像の動きなどと関係な
くビットレートを維持します。

 - VBR (可変ビットレート): 映像の動きなどにより、
ビットレートを変更します。動きがが小さいほどネ
ットワークの負荷及び保存容量が減ります。

• フレームレート: ストリーミングのための映像の転送
速度を設定します。設定中のストリームの解像度と上
位ストリームの解像度が同じ場合、設定中のストリー
ムのフレームレートは上位ストリームのフレームレー
トより高く設定することはできません。

• デフォルトの録画ストリーム: 録画時に使用するスト
リームを選択します。ただし、遠隔プログラムで録画
ストリーミングを指定したりカメラのSDメモリカー
ドの録画機能が設定されていない場合、該当設定によ
り、この設定が適用できない場合があります。

• Intelligent Codec(知能型コーデック): リアルタイ
ム映像を知能的に解析することで、フレイム速度と
画質は維持しつつ、ビットレートは最低にします。

• マルチビューストリーミング: ストリーミング領域を
設定して、映像の特定領域のみストリーミングできま
す(第一ストリ ームは該当無し)。設定ボタンをクリッ
クしてストリーミング領域を設定します。

使用を選択した後、ストリーミング領域の解像度を設
定します。

 - 解像度の制限: 設定可能なストリーミング領域の最
大解像度を表示します。

 - 解像度: ストリーミング領域を設定します。設定さ
れた領域は上段の画面に赤い色で表示され、マウス
をドラッグ&ドロップして領域の解像度を調節した
り、位置の移動ができます。

 - 現在の解像度: 設定されたストリーミング領域の解
像度を表示します。 

カメラに複数のユーザーが同時接続する場合、
ネットワークの帯域幅を超えてフレームレート
(伝送速度)が下がることがあります。 
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 ストリーミングサービス

ストリーミングサービスを利用して、ウェブサイトでカ
メラのリアルタイム映像を確認することができます。

• HTML Code: ストリーミングサービスを利用するた
めにコピー＆ペースト(Copy&Paste)を用いて画面に
表示されるHTMLコードを希望するウェブページのコ
ードにコピーします。

• ストリーム: ウェブキャスティング時に使用するスト
リームを選択します。使用中のストリームのみ選択で
きます。

ウェブキャスティングを使用するには、システム > 
ユーザー/グループを設定する時、匿名ログイン許容
オプションを選択しなければなりません。

MAT

MAT項目を選択すると、映像の転送および録画時に
MAT(Motion Adaptive Transmission)機能を使用できま
す。

• 感度: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーション感知
に対する感度を設定します。値が大きいほどモーショ
ンをより敏感に感知します。

• モーション無視インターバル: モーションがないイン
ターバルを設定します。モーション無視インターバル
の間モーションが感知されない場合、モーション無視
インターバル以降モーションが感知されるまで、下記
で設定するフレームレートで映像を配信および録画し
ます。

• フレームレート: 設定したモーション無視インターバ
ルの間モーションが感知されない時、適用するフレー
ムレ ートを設定します。映像 > カメラメニュー(露
出タブ)でスローシャッターモードがオンになってい
る場合、本フレームレートがオンにならないことがあ
ります。モーション無視インターバル以降モーション
が感知されるまで当該フレームレートで映像を送信
および録画し、モーションが感知される瞬間ストリー
ミングで設定した元のフレームレートにすぐに復帰し
ます。

MAT(Motion Adaptive Transmission)とは、モ
ーションが感知されない時に映像のフレームレートを
低くすることで、ネットワーク過負荷を減らして保存
の容量を節約できるようにする機能です。設定した感
度を基準に連続した二つの映像間に変化が感知されな
い場合、モーションがないことと見なします。
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プライバシーマスキング

プライバシーマスキング項目を選択すると、プライバシ
ー保護のために特定ゾーンの監視を制限することができ
ます。映像監視時、プライバシーマスキング機能が設定
された領域は黒色で表示されます。

• プライバシーマスキング設定: プライバシーマスキン
グ領域を設定します(最大 8個)。 

 -  (選択) /  (解除): プライバシーマスキングの選
択と解除を選びます。ボタンをクリックした後、マ
ウスをドラッグ&ドロップして領域を設定します。

 - No. / 名前: 設定されたプライバシーマスキング領
域のリストが表示されます。番号はプライバシーマ
スキング領域に表示された番号を表します。リスト
で番号の横のブランクを選択すると、該当領域に名
前を設定できます。削除ボタンをクリックすると、
該当領域を削除します。

オーディオ

オーディオの入力を設定できます。 

入力 

• オーディオコーデック: オーディオコーデックを選択
します。

• 入力: 有効にするを選択した後、音量を調節します。
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イベント動作

イベントが発生した時、これを通知するためのイベント

動作機能を設定できます。

メール

メール項目を選択してメールを送信します。

• SMTP使用 / ポート: ネットワーク管理者から受取っ
たSMTPサーバのIPアドレス(またはドメインネーム)
およびポート番号を入力します。ネットワーク設定で
DNSサーバを設定した場合、IPアドレスの代わりにド
メインネームを入力できます。

• SSL/STARTTLS使用: SSLまたはSTARTTLS接続
を要求するSMTPサーバを使用する場合、SSLまたは
STARTTLSを選択します。

• 確証: SMTPサーバにユーザー認証が必要な場合、ユ
ーザーIDとパスワードを入力します。

• 送信人 / 受信人: メールを送信および受信するアドレ
スを入力します(最大10人)。必ず＠を含める正しいメ
ールアドレスを入力しなければなりません。



33

第2章 — 遠隔設定

遠隔コールバック

遠隔コールバック項目を選択して遠隔地システムにコー
ルバックメッセージを送ります。

• IDIS Webプログラムでは対応していません。
• 遠隔コールバック機能をご使用いただくには、遠

隔地システムにエンコーダを登録する必要があり
ます。

• IPアドレス: メッセージを受信する遠隔地システムの
IPアドレスとポート番号を入力します。

• リトライ: メッセージ送信に失敗した場合に再送する
回数を設定します。

FTPアップロード

FTPアップロード項目を選択してイベントが感知され
た映像をJPEGファイルでFTPサーバにアップロードし
ます。

• FTPサーバ: 追加ボタンをクリックしてFTPサーバを
登録します。削除ボタンをクリックすると登録された
FTPサーバを削除します。イベント感知時にプライマ
リサーバに登録されたFTPサーバにイベントが感知さ
れたイメージがJPEGファイルでアップロードされま
す。プライマリサーバがイメージのアップロードに失
敗した場合は、セカンダリサーバにイメージがアップ
ロードされ、その後はセカンダリサーバがイメージの
アップロードに失敗するまで続けてセカンダリサーバ
にイメージをアップロードします。テストボタンをク
リックすると上で設定した経路でFTPサーバにアクセ
スされているかを検査します。検査が完了したら決定
ボタンをクリックします。
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 - FTPサーバ: FTPサーバのIPアドレス(またはドメイ
ンネーム)を入力します。

 - アップロード経路: ファイルがアップロードされる
経路を入力します。

 - ポート: FTPサーバのポート番号を入力します。
 - 使用者ID、パスワード: FTPサーバアクセスのため
の使用者IDとパスワードを入力します。

• 設定: FTPサーバにアップロードするイメージとアッ
プロード情報を設定します。
 - アップロードタイプ: アップロードタイプを選択し
ます。連続に設定した場合、イベント感知とは関係
なく以下の設定に従ってイメージをアップロード
します。イベントに設定した場合、イベント感知
時に以下の設定に従ってイメージをアップロード
します。

 - アップロード周期: アップロードタイプが連続に設
定された場合にのみ表示されます。アップロード速
度を設定します。設定された期間に設定された数の
イメージがFTPサーバにアップロードされます。

 - アップロード期間: アップロードタイプがイベント
に設定された場合にのみ表示されます。アップロー
ド速度を設定します。アップロード期間を選択して
から時間を選択すると、設定された期間に設定され
たアップロード速度でイメージをアップロードしま
す。イベントが発生している状態の間アップロード
を選択すると、イベントが感知されている間のみ設
定されたアップロード速度でイメージをアップロー
ドします。

 - 解像度、画質: FTPサーバにアップロードするイメ
ージの解像度と画質を選択します。 解像度の場合
第一ストリームのストリームの解像度より高く設定
することはできません。映像 > ストリーミングメ
ニューでの解像度の設定によって、本設定で設定で
きる解像度が異なることがあります。

 - ベースファイル名: FTPサーバにアップロードする
イメージファイルの名前を入力してから、各イメー
ジファイルを区別するためのオプションを選択しま
す。ファイル名の後に日付/時間追加オプションを
選択すると、各イメージファイルにイベントを感知
した日付と時間を追加します。ファイル名の後に一
連番号追加 - 最大値オプションを選択すると、各イ
メージファイルにイベントを感知した順に番号を追
加します。上書きオプションを選択すると以前のイ
メージファイルを上書きします。ファイル名にイベ
ントの種類が自動的に追加されます。

• アップロードパスやファイル名を入力するとき、\ 
/ # * | : " < > ? などの特殊文字は使えません。

• 映像 > ストリーミングメニューでの解像度の設定
によって、FTPアップロードイメージの解像度が任
意で変更されることがあります。

• アップロード周期または期間設定時、FTPサーバの
性能を考慮してアップロード速度を設定してくだ
さい。設定したアップロード速度がFTPサーバの性
能を超える場合はFTPアップロードが失敗すること
があります。
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イベント

イベント感知機能を設定できます。

モーション感知

モーション感知項目を選択し、モーション感知イベント
を設定します。モーション感知イベントを設定すると、
設定されたエリアでモーションが感知された場合、これ
をイベントと見なします。 

• 感度: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーション感知
に対する感度を選択します。値が大きいほどモーショ
ンをより敏感に感知します。

• 最小ブロック: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーシ
ョンを感知するミニマムブロックを選択します。設定
されたブロック数以上モーションが発生した場合にの
み、モーションイベントとして見なします。

• エリア: 設定ボタンを押してモーションが感知される
エリアをブロック単位で設定します。
 -  (選択) /  (解除): モーション感知の選択と解除
を選びます。

 -  (1ブロック): 個別のブロックを選択および解除
します。

 -  (エリア): エリアを指定して選択および解除しま
す。

 -  (すべて): すべてのブロックを選択および解除し
ます。
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• モーション無視インターバル: モーション無視インタ
ーバルを設定すると、モーションが感知された以降一
定時間以内に感知されたモーションについては、イベ
ントログを残したり、通知しません。

• 昼間: 昼間に指定する時間の範囲を設定します。指定
された範囲以外の時間は夜間として見なします。

• イベント動作: モーション感知イベントが発生した
時、通知するための動作を選択します。
 - メール発送: メールを発送する時に選択します。イ
メージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベ
ントが感知されたイメージファイル(.JPG)を添付
します。

 - 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

• IDIS Webプログラムでは対応していません。
• 遠隔コールバック機能をご使用いただくに

は、遠隔地システムにカメラを登録する必要
があります。

 - FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップ
ロードします。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連
項目が正しく設定されていなければなりません。

トリップゾ―ン

トリップゾ―ン項目を選択し、トリップゾ―ンイベント
を設定します。トリップゾ―ンイベントを設定すると、
設定されたエリア内部或いは外部へのモーションが感知
された場合、これをイベントと見なします。 

• 感度: 昼間と夜間のそれぞれに対してモーション感知
に対する感度を選択します。値が大きいほどモーショ
ンをより敏感に感知します。

• トリップゾ―ン: 設定ボタンを押してトリップゾ―ン
をブロック単位で設定します。
 -  (選択) /  (解除): トリップゾ―ンの選択と解除
を選びます。

 -  (1ブロック): 個別のブロックを選択および解除
します。

 -  (エリア): エリアを指定して選択および解除しま
す。

 -  (すべて): すべてのブロックを選択および解除し
ます。

 - トリップ方向: イベントと見なすモーションの方向
を選択します。内側を選択する場合、トリップゾ
ーンの外部から内部にモーションが発生する場合、
外側を選択する場合、トリップゾーンの内部から外
部にモーションが発生する場合にイベントと見な
します。
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• モーション無視インターバル: モーション無視インタ
ーバルを設定すると、モーションが感知された以降一
定時間以内に感知されたモーションについては、イベ
ントログを残したり通知しません。

• 昼間: 昼間に指定する時間の範囲を設定します。指定
された範囲以外の時間は夜間として見なします。

• イベント動作: トリップゾ―ンイベントが発生した
時、通知するための動作を選択します。
 - メール発送: メールを発送する時に選択します。イ
メージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベ
ントが感知されたイメージファイル(.JPG)を添付
します。

 - 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

• IDIS Webプログラムでは対応していません。
• 遠隔コールバック機能をご使用いただくに

は、遠隔地システムにカメラを登録する必要
があります。

 - FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップ
ロードします。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連
項目が正しく設定されていなければなりません。

オーディオ検出

オーディオ検出項目を選択してオーディオ検出イベント
を設定します。オーディオ検出イベントを設定すると設
定された時間の間、音声が検出された場合これをイベン
トと見なします。 

• 感度: オーディオ検出の感度を設定します。値が大き
いほど敏感に感知します。

• 活性化時間: オーディオ検出が発生した時、これをイ
ベントとして感知するために持続しする期間を設定し
ます。オーディオが感知されたが指定された間持続し
ない場合はイベントとして見なしません。

• 無視間隔設定: イベントを無視する間隔を設定しま
す。指定された時間の間、発生するオーディオ検出
は、イベントとして見なしません。
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• オーディオ無視期間: オーディオ無視期間を設定する
と、オーディオが感知されてから一定時間以内に感知
されたオーディオについては、イベントログを残した
り通知しません。

• イベント動作: オーディオ検出が発生した時、これを
通知するための動作を選択します。
 - メール発送: メールを発送する時に選択します。イ
メージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベ
ントが感知されたイメージファイル(.JPG)を添付
します。

 - 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

• IDIS Webプログラムでは対応していません。
• 遠隔コールバック機能をご使用いただくに

は、遠隔地システムにカメラを登録する必要
があります。

 - FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップ
ロードする際に選択します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連
項目が正しく設定されていなければなりません。

タンパ―リング

タンパ―リング項目を選択し、タンパ―リング感知イベ
ントを設定します。タンパ―リング感知イベントを設定
すると映像に急激な変化が生じた場合(例: カメラが動
いたりレンズが遮られる場合)、これをイベントと見な
します。 

• 感度: タンパ―リング感知の感度を設定します。値が
大きいほど敏感に感知します。

• 活性化時間: タンパ―リング感知が発生した時、これ
をイベントとして感知するために持続しする期間を設
定します。タンパ―リングが感知されたが指定された
間持続しない場合はイベントとして見なしません。

• 無視間隔設定: イベントを無視する間隔を設定しま
す。指定された時間の間発生するタンパ―リングは、
イベントとして見なしません。
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• イベント動作: タンパ―リング感知イベントが発生し
た時、通知するための動作を選択します。
 - メール発送: メールを発送する時に選択します。イ
メージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベ
ントが感知されたイメージファイル(.JPG)を添付
します。

 - 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

• IDIS Webプログラムでは対応していません。
• 遠隔コールバック機能をご使用いただくに

は、遠隔地システムにカメラを登録する必要
があります。

 - FTPアップロード: FTPサーバにイメージをアップ
ロードします。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連
項目が正しく設定されていなければなりません。

ビデオ信号ロス

ビデオ信号ロス 項目を選択してビデオ信号ロスを設定
します。

• 無視時間: ビデオ信号ロスが発生し、設定された時間
だけ維持した場合にのみイベントが発生します。例(0
秒：即発生、15秒：15秒後にイベント発生)

• 無視間隔設定: イベントを無視する間隔を設定しま
す。指定された時間の間発生するビデオ信号ロスは、
イベントとして見なしません。

• イベント動作: ビデオ信号ロスイベントが発生した
時、通知するための動作を選択します。
 - メール発送: メールを発送する時に選択します。
 - 遠隔コールバック: 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

• IDIS Webプログラムでは対応していません。
• 遠隔コールバック機能をご使用いただくに

は、遠隔地システムにカメラを登録する必要
があります。

イベント動作を実行するには、イベント動作関
連項目が正しく設定されていなければなりませ
ん。



40

第2章 — 遠隔設定

システムイベント

システムイベント項目を選択してシステムイベントを設
定します。システムイベントを設定すると、システム状
態を定期的に確認して通知します。

• システム正常: システム正常を確認するには選択して
から調整間隔を設定します。
 - メール発送: システムが動作している場合にメール
を送信する時に選択します。

 - 遠隔コールバック: システムが動作中の場合、遠隔
地システムにメッセージを送るには項目を選択し
てからメッセージを送る遠隔地システムを選択し
ます。

• メールおよびメッセージを発送するためには動作
設定時にメールおよび遠隔コールバック設定が正
しくなされていなければなりません。

• IDIS Webプログラムでは対応していません。
• 遠隔コールバック機能をご使用いただくには、遠

隔地システムにカメラを登録する必要がありま
す。
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IDIS Webは、インターネット上で別途プログラムをインストールしないでネットワークカメラの映像をリアルタイム
で監視したり、SDメモリーカードに保存された録画映像を検索できるプログラムで、ウェブブラウザー(インターネッ
トエクスプローラ)を使って接続できます。
IDIS Webを使用するためには下記のPCシステムの仕様が必要です。
• OS: Microsoft® Windows® XP (Service Pack 3)、Microsoft® Windows® Vista (Service Pack 1)、Microsoft® 

Windows® 7 (Home Premium、Professional、Ultimate)、Microsoft® Windows® 8 (Pro、Enterprise)
• CPU: Intel Pentium IV 2.4以上 (Core 2 Duo E4600推奨)
• RAM: 1GB以上 (2GB推奨)
• VGA: 128MB以上 (1280x1024、24bpp以上)
• Internet Explorer: バージョン8.0以上 32-bit

1 インターネットエクスプローラを実行してからアドレス入力欄へ下の情報を入力してください。
 - http://IPアドレス:ポート番号(カメラのIPアドレスおよびポートを設定する時、設定したIDIS Web接続ポート
番号を入力)

 - または、http://FENサーバアドレス/FEN名(FENサーバアドレスおよびFENサーバに登録されたFEN名入力)

• IDIS Webポート番号設定時HTTPS使用項目を選択した場合、httpの代りにhttpsを入力します。セキュリティー認証に
関する警告メッセージが表示された後、このウェブサイトを続けて探索します(推奨しない)を選択します。IDIS Webロ
グインウィンドウが表示されない場合、インターネットオプションが次のように設定されているかを確認して下さい。
 - ツール → インターネットオプション → セキュリティー → レベルのカスタマイズ設定を中–高（基本値）または普通

に設定
 - ツール → インターネットオプション → プロパティー → セキュリティーオプションでTLS1.0使用を選択

• IPアドレスとポート番号を入力して接続する場合、IDIS Web接続ポート番号が80(https入力の場合443)で設定されてい
るとIPアドレスを入力するだけで接続できます。

• 接続したいカメラのIPアドレスおよびIDIS Webポート番号はネットワーク管理者にお問い合わせください。

第3章 — IDIS Web
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2 IDIS Webログインウィンドウが表示されたら、ログインに必要なIDおよびパスワードを入力した後LOGINボタ
ンをクリックします。

• IDIS Webはマイクロソフトインターネットエクスプローラ(Microsoft Internet Explorer)でのみ対応し、他のウェブ
ブラウザーは対応しません。

• IDIS WebはMicrosoft® Windows® 8 OSのメトロ(Metro) UIでは動作しません。
• IDIS Webプログラムの運用中にはログインウィンドウを閉じないでください。ウェブ監視モードまたはウェブ検索

モードに切り替える時にスクリプトエラーが発生し、この場合ウェブプログラムを再起動しなければなりません。
• インターネットエクスプローラ7.0でIDISWebを起動する場合、アドレスバーやステータスバーを表示すると画面

下の部分が見えなくなる場合があります。この現象を解決するためにはインターネットの設定を変更し、アドレス
バーやステータスバーを表示しないでブラウザーを開くことをお勧めします。(ツール → インターネットオプショ
ン → セキュリティー → レベルのカスタマイズ → Webサイトがアドレスバーやステータスバーのないウィンドウ
を開くのを許可するのオプションを有効にするに設定)。

• マイクロソフトウィンドウズ・ヴィスタ(Microsoft Windows Vista)またはその後のバージョンのOSからIDIS Web
を起動する場合、インターネットエクスプローラアイコンからマウスの右側のボタンをクリックして表示するメニ
ューから管理者として実行オプションを選択してください。管理者として実行をしないとIDIS Webプログラムの一
部の機能が制限されることがあります。

• 新しいバージョンのIDIS Webを開く場合、インターネットエクスプローラで以前のバージョンの情報を読込むこと
があります。その場合には、コントロールパネル → インターネットオプション → 全般に移動してインターネット
一時ファイルでファイルの削除をしてから、IDIS Webを実行してください。

• マイクロソフトウィンドウズ・ヴィスタ(Microsoft Windows Vista)またはその後のバージョンのOSでは映像転送速
度の低下によりIDIS Webのスクリーンの画面が表示されなかったり、更新しなかったりする可能性があります。本
症状の場合は、御使用のPCのオートーチューニング機能の解除をお勧めします。管理者権限でコマンドプロンプト
実行(スタートメニュー → すべてのプログラム → コマンドプロンプト → マウスの右ボタンを利用し、管理者とし
て実行選択)。netsh int tcp set global autotuninglevel=disableを入力してからENTERキーを押してくださ
い。PCは再起動してから変更された設定を適用します。オートーチューニング機能を再度復旧するためには管理者
権限でコマンドプロンプトを実行してからnetsh int tcp set global autotuninglevel=normalを入力してくだ
さい。PCは再起動してから変更された設定を適用します。
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ウェブ監視モード

遠隔地の映像をリアルタイムで監視できる遠隔地ウェブ監視プログラムです。

8

2 3 4 56 1

9

7

0

!

^

%

@

#

$

2018-05-29 16:25:222018-05-29 16:25:22

1

TYPE 1

 を押すと IDIS Webのプログラムが終了されます。

2 マウスのポインタをIDISロゴ部分に置けばIDIS Webのバージョンを確認することができます。

3 現在の時間情報を表示します。

4

TYPE 1

 を押すと映像を全体画面で見ることができます。キーボードのESCキーを押すと元の画面に戻ります。

5

TYPE 1

 を押すと現在見ている映像をPCに接続されているプリンターで印刷します。

6

TYPE 1

 を押すと現在見ている映像をイメージファイルで保存します。

7TYPE 1

 を押すとディスプレイモード及びOSDの表示を設定することができます。ディスプレイモードを選択
して映像を出力するスピードを調整することができ、OSD表示リストより画面に表示するOSD情報を選
択することができます。

8

TYPE 1

 を押すと画面を表示してカメラの設定を変更できます。

9

TYPE 1

 を押すとウェブ監視モードに切り替わります。
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0 ログイン情報を表示します。

! カメラ番号を表示します。

@

  遠隔地のズームとフォーカスを制御します。
• （ワンプッシュ）ボタン

 - 上記のボタンをクリックすると、自動的に最適なフォーカス位置を検索します。
 - 調整を短時間で行うためには、手動焦点調節ボタンでおおよそのフォーカスを合わせた後にワンプッ
シュボタンを押すことをお勧めします。

 - ONVIFプロトコルはサポートされていません。
• （ズームイン、ズームアウト）ボタン
• (焦点を近く、焦点を遠く)ボタン

# 映像の画質を調節することができます。

$

TYPE 1

 

TYPE 1

 を押してカメラに接続されたアラーム・アウト装置を制御します。

%

下部のイベント状態ウィンドウは、カメラで感知したイベントをリストで表示します。

トリップゾ―ン タンパ―リング

モーション感知 オーディオ検出
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^

画面よりカメラを選択してマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメ
ニューが表示されます。
• カメラタイトル変更: カメラタイトルを変更することができます。

ウェブ監視モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を与え
ず、カメラ名を入力しなければ遠隔地で設定したカメラ名が画面上に表示さ
れます。

• オーディオオン: カメラが設置された遠隔地とのオーディオ送受信機能を提供します。この項目を選択
すると、オーディオ  ボタンが表示されます。

マイクを通じてカメラが設置された遠隔地にオーディオを再生できます。
スピーカーを通じてカメラが設置された遠隔地のオーディオを再生できます。

 / 遠隔地と双方向オーディオ送受信ができます。
オーディオ送受信が停止されます。

接続した遠隔地がオーディオ送受信に対応する場合、カメラスクリーンに TYPE 1  アイコンが表示されます。

 - 画面レート: スクリーン上に見える映像の出力レートを変更することができます。
 - 画面に合わせる: オリジナル映像の縦横比率に関係なく、カメラスクリーンのエリアに合わせて映像
を出力します。

 - アスペクト比に合わせる: オリジナル映像の縦横比率を維持したままカメラスクリーンのエリアに合
わせて映像を出力します。

 - 半分の大きさ(x0.5)～4倍の大きさ(x4): オリジナル映像のサイズを基準に該当メニューで指定した
サイズでカメラスクリーンに映像を出力します。例えば映像レートにあわせるを選択すると、オリジ
ナル 映像の実際サイズで出力します。

• マルチストリーム: カメラがデュアルストリームモードに設定されている場合、好きなストリームが選
択できます。

• ブロック現象改善: 拡大映像に見られるブロック現象を除去し、画面へ表示する映像の出力品質を向上
させることができます。

• Mouse PTZ 調節: マウスのスクロールを使用して、ズームを調整することができます。
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遠隔設定

システム

簡単設定

ネットワーク

映像

オーディオ

イベント動作

イベント

タンパ―リング
ビデオ信号ロス

システムイベント

モーション感知

メール

カメラ

IPアドレス

一般

システム

入力

トリップゾ―ン

遠隔コールバック

ストリーミング

FEN

日付/時刻
ユーザー/グループ

ネットワーク

オーディオ検出

FTPアップロード

ストリーミングサービス

ポート/QoS

ビデオ
オーディオ

MAT

バンド幅コントロール

プライバシーマスキング

セキュリティ
IEEE 802.1X

第4章 – 付録

設定画面の構成図（遠隔設定）
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トラブルシューティング(Q&A)

不具合 確認事項

電源LEDが点灯しません。
• PSE対応装置にLANケーブルが接続されているか確認してください。
• 電源アダプタが接続されているか、またはLANケーブルがつながっているPSE機

器の電源供給状態を確認してください。
システムがネットワークイ
ンターフェースを認識しま
せん。

• LANケーブルの接続状態を確認してください。
• ネットワーク状態情報を表示するLEDを確認してください。
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製品の仕様

本製品の仕様は製品の質を高めるために事前の予告なく変更される場合があります。

単位：mm

HDMI：×1 / VGA：×1
HDMI：×1 / VGA：×1
1920×1080、1600×1200、1600×900、1440×900、1366×768、1360×768、1280×1024、1280×960、
1280×800、1280×768、1280×720、1024×768、800×768、720×480
1920×1080、1600×1200、1440×900、1360×768、1280×1024、1280×800、1280×720、1024×768、800×600
入力：ラインイン（3.5mm）×1、出力：ラインイン（3.5mm）×1
H.265、H.264、MJPEG
H.265-CBR/VBR、H.264-CBR/VBR、M-JPEG-VBR
1920×1080@30ips
ADPCM 16K, G.726, G.711 u-Law, G.711 a-Law
4
Video Motion Detection、トリップゾーン、オーディオ検出、タンパーリング、ビデオロス、イベント発生時メール発信
RJ45（10 / 100 BASE-T）×1
Profile S
USB（Type-B）×1
約200（幅）×44（高）×153（奥）mm　※突起物含まず
約780g
0～40℃（湿度90％未満　※結露しないこと）
DC12V・0.46A 最大5.6W / PoE（IEEE802.3af class2）
HDMI&VGA ビデオエンコーダ本体×1、取扱説明書×1、USBケーブル×1、ゴムスタンド×4、
保証書×1、CD（ソフトウエア、取扱説明書）×1

ビデオ入力
ビデオ出力

対応入出力解像度
　HDMI

 　　　
 　　　VGA（VESA）

音声入出力
映像圧縮方式
ビットレート制御
最大フレームレート
音声圧縮方式
ストリーミング数
機能
ネットワークインターフェース
ONVIF対応
シリアルインターフェース
外形寸法
質量
使用温度範囲
電源 / 消費電力

同梱物

ビ
デ
オ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一
般

エ
ン
コ
ー
ダ

200

44

145.3
157.8

7 5.5



この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してくだ
さい。

正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生じ
た場合には、保証書記載内容により、お買い上げの
販売店（または工事店）が修理いたします。その他
の詳細は保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が維
持できる場合は、お客様のご要望により有料修理
いたします。

●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対する
営業損失は補償対象外になります。

特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（または工事店）にご
相談ください。

■ 保証について

■ 定期点検・保守について

■ 万一故障が発生した場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

〒105-6109 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング9階
TEL：03-6809-1217
FAX：03-6809-1701

株式会社 日本防犯システム
http://www.js-sys.com/

東京支店　　〒105-0013 東京都港区浜松町1-12-10 第一登茂ビル4階

仙台支店　　〒980-6023 宮城県仙台市青葉区中央4-6-1 SS30　23階

名古屋支店　〒451-0046 愛知県名古屋市西区牛島町2-5 トミタビル9階

大阪支店　　〒530-0012 大阪府大阪市北区芝田1丁目14-8 梅田北プレイス5階

広島支店　　〒730-0051 広島県広島市中区大手町2-8-5 合人社広島大手町ビル10階

福岡支店　　〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前3-2-8 住友生命博多ビル7階

札幌営業所　〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西12-4-69 あいおいニッセイ同和損保札幌大通ビル7階

高松営業所　〒760-0017 香川県高松市番町1-6-8 高松興銀ビル4階

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（HDMI&VGAビデオエンコーダ【PF-RW2001】）

③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

アフターサービスについて




